








腎不全小児 65 例に低蛋白食治療を平均 22 ケ月試みた結果、治療前後の 1/Cr slope は 0.16

から O.09 へと有意に減少し、腎不全進行速度の改善効果が得られた。栄養、発育面での副

作用は認めなかったが、治療食が患児に与える精神面の問題については十分な配慮が必要

と考えられた。更に、低年齢児に低蛋白食を長期にわたり確実に守らせることは極めて難

しく、適応症例の選択が必要である。 


